
～磨いて 輝こう～

本 日 第２０７４回 ２０１３年９月２８日(土） No.１９６２

本日のプログラム Today's Program

点 鐘 月見例会

ロータリーソング「奉仕の理想」 於 良福寺書院

前 回 第２０７３回 ２０１３年９月２０日（金） 記 録

○斉 唱：「四つのテスト」

〇ゲスト：東尾張分区 ガバナー補佐 丹羽 司一君

RI第2760地区 地区副幹事 原田 保男君

東尾張分区 分区幹事 大島 昭夫君

瀬戸ＲＣ 玉井 徹君

○出席者：会員27名中21名出席 出席率77.77％

前々回補正出席率 9月6日分 96.15％

会長あいさつ 箕輪 良孝

本日は丹

羽ガバナー

補佐をお迎

えしていま

す。例会後

クラブ協議

会にてご指

導をいただ

きます。

｢暑さ寒さも

彼岸まで｣と

いいますが今年は少々違います。今日は彼岸の入りで

す。彼岸とは彼の岸で極楽浄土をいいます。

最近はこちら側の岸でも十分極楽ですので中々彼の

岸に行く人がおりません。したがって先日敬老の日に

４人に一人は６５歳以上との発表がありましたように

世界でもトップクラスの老人社会となっています。ち

ょうど私の世代が戦後のベビーブーム時代で６５歳を

超えてきています。しかしこの世代の人たちは老人と

いうには元気でまだまだ社会のためにいろんな形で頑

張っている人が多いようです。

今月は新世代奉仕月間ですが、むしろ新老人世代月

間にしたらいいくらいです。

さて 留学生のロビンをつれて１７～１８日と大阪

に行ってきました。ユニバーサルスタジオに行ってき

ました。テーマパークは初めてのようで喜んでいまし

たが、ジェットコースターにいち早く乗りたいと２時

間待ちも平気で楽しんできたようです。私たちはどの

アトラクションも一時間以上の待ちがあって何もせず

にぶらぶらしていました。ところが私たちと同年か年

上の人はほとんど見かけず自分がこの中で一番年上で

はないかと思われこのようなところは、私たちはお呼

びでないようでした。

会長幹事会懇談会
日時 2013年９月20日（金）11:30～

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

△大島君、丹羽君、原田君

△箕輪会長・加藤幹事（左より） （左より）

職業奉仕・米山記念奨学会月間

１０月 ４日（金） １０月 ９日（水） １０月１２日 (土) １０月２６日 （金）

例 卓話担当者：米山記念委員会 ガバナー公式訪問 11日(金)振替 18日(金)振替 卓話担当：職業奉仕委員会

会 卓話者：米山記念奨学生 (瀬戸･瀬戸北･愛知長久手･尾張旭 尾張旭市民祭協賛 卓話者：山田 直樹君

予 陳 淑珮さん 4RC合同例会 於 ｸﾞﾚｲｾﾙ 苗木配布 演題：職業奉仕月間に

定 演 題：「留学生観察記録」 卓話者：田中 正規君 (西尾RC) 於 ｽｶｲﾜｰﾄﾞあさひ 因んで」

演 題：「ｶﾞﾊﾞﾅｰ訪問に因んで｣ ｲﾍﾞﾝﾄ広場南



おめでとう

・誕生日祝福；

９月２４日

箕輪良孝君(右)

幹事報告
・9/13 第３回ＯＦＤＹ委員会 於商工会館

箕輪会長以下６名出席。

・本日の会合：第３回クラブ協議会

・次回の例会：9/28 月見例会

・例会変更のお知らせ：別紙

ニコボックス
〇本日は大変お世話になります。最後のガバナー補佐

訪問です。バンザイ！！（愛知長久手RC)

丹羽 司一君

〇今日で最後の訪問です。どうぞ宜しくお願いいたし

ます。（西尾RC) 原田 保男君

〇お世話になります。（瀬戸RC) 玉井 徹君

〇誕生日を祝っていただき。 箕輪 良孝君

〇丹羽ガバナー補佐、原田地区副幹事、大島分区幹事

をお迎えして｡ 箕輪 良孝君、 加藤 清久君

〇ガバナー補佐訪問を歓迎して。 飯田 幸雄君

井田 武憲君、江尻 豪君、大嶋一二三君

加藤 勇夫君、唐井 仁一君、髙島 昇君

谷口 伸夫君、西尾 輝久君、丹羽 敏行君

福岡 健君、古橋 裕志君、森井 晴生君

〇髙島さん、江尻さんお世話になりました。

西尾 輝久君

第3回OFDY委員会報告
日時 2013年9月13日（金）13:40～

場所 尾張旭市商工会館 第四会議室

議題 １）現状について。

・ＯＦＤＹより、交換留学生の費用、300,000

円予算計上、実施された。

・名古屋産業大学・名古屋経営短期大学軽音楽

部演奏会協賛、40,000円予算計上、承認され

た。

卓 話

「ガバナー補佐訪問に因んで」

東尾張分区 ガバナー補佐 丹羽 司一

この度、東尾張分区ガバナー補佐を拝命した愛知

長久手ロータリークラブの丹羽 司一です。

責任の重さを痛感しつつも、こうして尾張旭ロー

タリークラブの例会に参加できましたのをはじめ、さ

まざまなロータリークラブの例会及び地区委員会に出

席させていただき、交流を持つ機会が増えましたこと

に、大きな喜びを感じています。

さて、ロン･Ｄ･バートンＲＩ会長は２０１３年－

２０１４年の

テーマとして

「ENGAGE ROT

ARY CHANGE

LIVES」を掲げ

られました。

「ENGA G E」

というと婚約

指輪を想像し

てしまいます

が、「契約」

という意味以外に「従事する」という意味があるんで

すね。ですから、これを日本語訳では「ロータリーを

実践し、みんなに豊かな人生を」としています。

我がＲＩ第２７６０地区 田中 正規ガバナーはこ

のテーマを踏まえて、「磨いて輝こう」とのキャッチ

フレーズを掲げられました。

言葉は田中ガバナーのオリジナルですが、ロータ

リーを実践する中で自らを磨き、人生の中で自らを輝

かせよう、という意味では、バートン会長の言葉と同

じことをあらわしているのだと思います。

田中ガバナーの「磨く」という言葉にちなんでい

うと、「玉磨かざれば光なし」という中国のことわざ

があります。原石も磨かれなければ光を放つことはで

きません。ここにいらっしゃる皆さんは、それぞれの

分野で輝きを放っている方たちですから、自ら磨くこ

との大切さを説くのは釈迦に説法という気もしますが、

どうか、ロータリーの活動においても同様に、自らを

磨いて光を放たれますよう、お願い申し上げたいと思

います。

私たちロータリアンも、こうした例会での交流を

通じて、お互いを大いに磨きあい、田中ガバナーのお

っしゃる「輝き」を発していきましょう。

さて、これまで申し上げた理念に基づいて、具体

的に実践をお願いしたいことがあります。

ひとつは会員増強です。

ロータリークラブというものがいったいどういう

ものなのか、世間的にはまだまだ認知が高まっていま

せん。これは私たち一人ひとりの発信力が不足してい

るせいでもあります。

ロータリーでの活動を通じて自らを磨き、人間的

な魅力を輝かせること、そしてそういう体験を周りに

も伝えていくことが大切なのです。一人ひとりがロー

タリーの広告塔として魅力を広めていけば、そうした

場に参加したいという方が増えていくのだと考えます。

もうひとつお願いしたいのは「世界で良いことを

しよう」という理念に基づく「ロータリー財団」への

ご協力です。

ロータリー財団の目的は、ロータリアンが、健康

状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済する

ことを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるよ

うにすることです。

国際交流と優秀な若者の育成を目的としたロータ

リー米山記念奨学会へのご協力と併せて、皆様方の積

極的なご協力をお願い申し上げます。

最後になりますが、田中ガバナーのキャッチフレ

ーズである「磨いて輝こう」を意識し実践することで、

有意義で達成感ある年度にできますよう、ご出席の皆

様のご協力をお願い申し上げるとともに、皆様のご健

勝と尾張旭ロータリークラブのご隆盛をご祈念申し上

げまして、挨拶とさせていただきます。



第3回ｸﾗﾌﾞ協議会報告
日時 2013年9月20日（金）13:40～

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

議題１）委員会報告（ガバナー補佐への質問）

出席者 丹羽 司一ガバナー補佐

原田 保男地区副幹事

大島 昭夫分区幹事

≪各委員会・委員長報告≫

クラブ管理運営委員会

副会長・会長エレクト・OFDY委員会・ＳＡＡ・会場・

出席委員会 委員長 古橋 裕志

クラブにとっての活性化にとは？

丹羽ガバナー補佐からの解答

ロータリーの本質を維持しながら若い人が意見を自

由に発言できる場をつくる。

副幹事・ニコボックス・プログラム委員会

委員長 仲澤 昌容

本年度、副幹事を拝命しております。次年度は幹事

をさせて頂きます。副幹事、幹事として、心がけてお

くと、良いことは何でしょうか。クラブ内についてと

他クラブとのかかわりかたについて教えて下さい。

親睦活動委員会

委員長 唐井 仁一

ロータリーで言われている親睦と親睦活動とは意

味合いも違うと思います。親睦活動委員会の役割は誕

生日のお祝いとかビジターの接待もありますが、夜間

例会とか家族例会のように親睦会的な活動になりがち

です。例会場においては会員同士が精神的親睦(友情)

を形成する処であると思いますが、この場合親睦活動

委員会はどのように関わっていったら良いでしょか。

また、他のクラブで事例があればご教示頂きたい

と思います。

丹羽ガバナー補佐からの解答

会員がやめたくならない雰囲気をつくること。一度

は笑いがおこるような例会にする。

財務（会計）委員会

委員長 丹羽 敏行

今年度はクラブ会計のコンピュータによる自動化を

目指しておりますが、会計委員長としての立ち位置に

ついてお伺いいたします。

現状は、幹事のチェック印に続いて再認の印を押す

のが役目のようになっています。会計委員長としては

もっと積極的に関わりを持つべきかと思いますが、い

かがでしょうか。

丹羽ガバナー補佐からの解答

そのとおりです。３年後、５年後といった将来に向

かって、クラブとしての特色ある奉仕事業を考えるべ

きです。色々とアイデアを出して下さい。

会員増強・職業分類委員会

委員長 髙島 昇

従来クラブ会員数が２５名を下回りそうなクラブが

生じた場合、地区はその減少理由を確認し、再建措置

またはその案を調査し検討されますが、近隣他クラブ

からの合併策は提案可能でしょうか？

丹羽ガバナー補佐からの解答

少人数クラブは合併の前に全員野球の全員力で、更

には二人から三人力を発揮すべきである。

自主的活力を重要視し、少数精鋭で盛り上げて行けば

結果は出せうる。

会員組織委員会

会員選考委員会・直前会長（ロータリー情報）

委員長 井田 武憲

当クラブでは、新会員研修を２回計画していますが、

他クラブの様子は如何でしょうか。

具体的な資料（印刷物）がありましたらお願いいた

します。

丹羽ガバナー補佐からの解答

新会員研修の重要な内容としては、責任と義務を理

解してもらうこと。また、例会においても機会あるご

とに「ロータリーの友」の内容について細かく紹介し

たり、抜粋を印刷したりして啓蒙すると関心も深まる

のではないか。

資料については、近隣ＲＣのを参考にすると良い。

クラブ広報委員会

クラブ会報・広報・資料保存・雑誌委員会

委員長 福岡 健

地区大会の運営を振り返ってみますと、その講演に

著名な方をお招きしています。元総理大臣小泉純一郎

氏、元プロ野球三冠王落合博満氏等、これぞ、ロータ

リーの力だと思います。せっかく良いお話を伺うチャ

ンスですので、メンバーはもとより、一般の聴講希望



者にも窓口を開いたら、いかがでしょう。従来の既成

観念を一歩進めて、開かれたロータリー活動こそ、実

のある広報活動ではないでしょうか。広報と会員増強

は一体だと思います。

丹羽ガバナー補佐からの解答

11月2日より、開催される「ワールド+ふれ愛フェス

タ」も、同じような発想で、幹事クラブが開催されま

すが、新しい試みとして考える余地はあります。

奉仕委員会

職業奉仕委員会

委員長 山田 直樹 代理 加藤 清久

職業奉仕を概念からとらえるケースが多いと思うが、

社会奉仕とのつながりを含めて、どう会員に具体的に

説明していけばよいか、ご指導ください。

社会奉仕委員会

委員長 舟橋 龍秀 代理 唐井 仁一

・現在当クラブでは社会奉仕活動として尾張旭市民

祭で市民に苗木の配布をしています。

こうしたスポット的な活動はそれとしては意味深い

ことと思いますが、社会「奉仕」というにはそれだけ

でいいのかという気持ちもないわけではありません。

日常的な活動としての「社会奉仕」活動をどう考え、

どう展開していけば良いかご教示下さい。

・他の活動との交流、共同についても必要かと思い

ますが、これについてどのように進めたら良いかご教

示下さい。

丹羽ガバナー補佐からの解答

人間尊重、地域発展、環境保全。

青少年奉仕委員会

委員長 桜井 雅博 代理 森井 晴生

青少年と関わる活動の方法で、何かよい方法は？

丹羽ガバナー補佐からの解答

地区の人々と深く結びつくことを考えて行動する。

国際奉仕委員会

委員長 西尾 輝久

我々のクラブは国際奉仕に関しては、メイン事業と

して大きな活動はやっておりませんが、今年度は国際

大会に参加しょうと思っております。

そこで関係者と接触しながらうまく奉仕活動ができ

ればと思っております。なにか参考になる事があれば

教えて下さい。

丹羽ガバナー補佐からの解答

国際奉仕は何と言っても現地の方に直接手渡しで支

援することが重要であり、大変感謝されます。是非支

援を考えて下さい。

ロータリー基金委員会

ロータリー財団委員会

委員長 谷口 伸夫

グローバル補助金を用いた事業が他のクラブで実施

されていますか。もしありましたら教えて下さい。

丹羽ガバナー補佐からの解答

他のクラブでも使用されています。活動方法を検討

して地区に提出して下さい。

米山記念奨学委員会

委員長 古橋エツ子

今年度は、台湾出身の大学院生を米山記念奨学生と

して受け入れています。ＲＣ会員の皆さんとの交流機

会を増やしたいと願い、「６テーブルを順次巡ってい

ただく方式」をとり、懇親会・夜間例会などにも参加

をされています。私たちにとっても、奨学生にとって

も、“楽しいひと時”となっています。なお、米山記

念奨学金への寄付金額は、この地区内では高い方です。

この機会に、更にご教示いただけましたら幸いです。

丹羽ガバナー補佐からの解答

良い交流をされているようで結構だと思います。現

在は、米山記念奨学生の大半を中国留学生で締めてい

る点が課題となっています。米山記念奨学生たちには、

米山さんのことをよく知っていただきたいことと、神

奈川県にある「米山さんの墓参り」をするということ

なども考えてもよいのではないかと思います。


